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一 般 質 問

の
収
入
と
し
て
収
受
で
き
る
利

用
金
額
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。本
市
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

制
度
創
設
の
背
景
や
趣
旨
を
踏

ま
え
て
、
公
の
施
設
の
設
置
目

的
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

施
設
の
効
果
を
最
大
限
に
引
き

出
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

運
営
形
態
が
適
切
な
の
か
検
討

し
た
上
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
図
れ
る
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
活
用
が
期
待
で
き
る
、
経
費

の
節
減
が
図
れ
る
こ
と
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
て
、
導
入
を

進
め
ま
す
。

◆
市
税
滞
納
に
関
す
る条

例
制
定

問
　
納
税
を
促
進
す
る
手
立
て

の
検
討
を
望
む
が
如
何
か
。

市
長
　
各
担
当
課
単
位
で
一
部

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
市
税

の
納
付
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
収
納
率
の
向
上
、
ま
た
税

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
意

味
か
ら
も
、「
市
税
の
滞
納
に
対

す
る
制
限
措
置
に
関
す
る
条
例
」

な
ど
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
は
、

納
税
促
進
の
た
め
の
一
つ
の
手

法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
そ
の
効
果
や
問
題
点

な
ど
を
踏
ま
え
、
条
例
制
定
だ

け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
様
々
な
角

度
か
ら
有
効
な
手
法
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
道
路
問
題

問
　
通
学
路
整
備
の
要
望
と
そ

れ
に
対
す
る
対
応
計
画
は
如
何

か
。

市
長
　
道
路
の
整
備
は
、
八
街

市
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
路
線
の
ほ
か
、
緊
急
性

や
学
校
な
ど
の
要
望
を
考
慮
し
、

整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

通
学
路
整
備
要
望
の
主
な
も
の

と
し
て
は
、
道
路
拡
幅
、
歩
道

整
備
、
信
号
機
設
置
、
横
断
歩

道
や
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
路
面

標
示
な
ど
で
す
。
要
望
箇
所
の

状
況
を
把
握
し
、
整
備
条
件
な

ど
の
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
順

次
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問
　
通
学
路
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
防
犯
灯
の
設
置
を
望
む

が
如
何
か
。

市
長
　
毎
年
１
５
０
灯
以
上
の

防
犯
灯
を
新
た
に
設
置
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
の
20
灯
は
、
通

学
路
用
の
防
犯
灯
と
し
て
、
設

置
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
防
犯
灯

の
約
１
・
６
倍
の
明
る
さ
を
持

つ
、
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
の
通

学
路
へ
の
設
置
を
開
始
し
ま
し

た
。昨

年
度
は
北
中
学
校
区
に
30

灯
設
置
し
、
今
年
度
は
南
中
学

校
区
の
通
学
路
に
30
灯
設
置
す

る
計
画
で
す
。

問
　
交
進
小
学
校
沿
い
の
野
馬

土
手
整
備
計
画
は
如
何
か
。

市
長
　
今
年
度
は
、
こ
の
土
手

に
隣
接
す
る
市
道
２
０
３
号
線

の
境
界
確
定
を
予
定
し
て
お

り
、
境
界
確
定
後
は
車
両
の
進

入
防
止
な
ど
暫
定
的
な
対
策
を

講
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
県
道
・
神
門
八
街
線
の
佐

倉
市
境
か
ら
の
都
市
計
画
道
路

の
延
伸
計
画
は
如
何
か
。

市
長
　
八
街
市
境
か
ら
佐
倉
第

３
工
業
団
地
を
経
由
し
、
佐
倉

市
並
木
地
先
ま
で
を
結
ぶ
、
佐

倉
都
市
計
画
道
路
３
・
５
・
20

号
岩
富
・
海
隣
寺
線
が
平
成
９

年
度
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
市
と
し
て
も
、
佐
倉
市
岩

富
地
先
を
通
過
す
る
際
、
現
県

道
が
狭
く
危
険
で
あ
る
た
め
、

早
期
の
整
備
が
望
ま
れ
る
の

で
、
佐
倉
市
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
県
事
業
と
し
て
事
業
化

さ
れ
る
よ
う
に
、
県
と
協
議
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
農
業
問
題
に
つ
い
て

問
　
遊
休
農
地
の
解
消
対
策
と

現
状
は
如
何
か
。

市
長
　
本
市
で
は
機
械
化
・
施

設
化
に
よ
る
生
産
体
制
整
備
を

推
進
し
、
省
力
化
と
農
産
物
の

高
品
質
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
高
所
得
者
農
業
を
実
現
で

き
る
よ
う
、
農
業
経
営
の
安
定

化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
定
農
業
者
等
地
域

農
業
の
担
い
手
に
対
し
て
は
、

経
営
規
模
の
拡
大
や
農
業
生
産

の
効
率
化
等
に
必
要
な
農
地
を

確
保
し
、
創
意
工
夫
を
発
揮
し

た
経
営
展
開
が
実
現
で
き
る
よ

う
農
地
の
利
用
集
積
を
関
係
機

関
の
協
力
体
制
の
も
と
推
進
し

て
い
ま
す
。

◆
雨
水
・
排
水
問
題
に
つ
い
て

問
　
埋
め
立
て
等
に
よ
り
自
然

流
下
阻
害
に
よ
る
隣
接
農
地
の

雨
水
冠
水
対
策
は
如
何
か
。

市
長
　
埋
め
立
て
に
関
す
る
相

談
が
あ
っ
た
場
合
、
５
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
で
あ

れ
ば
、
八
街
市
土
地
の
埋
め
立

て
等
及
び
土
砂
等
の
規
制
に
関

す
る
条
例
の
申
請
手
続
き
を
行

い
、
許
可
を
取
得
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
土
砂
埋
め
立
て

等
連
絡
協
議
会
の
中
で
、
隣
接

地
へ
の
土
砂
流
出
防
止
・
排
水

問
題
等
を
十
分
に
審
査
し
て
い

ま
す
。

◆
防
災
無
線
に
つ
い
て

問
　
聞
き
取
り
に
く
い
地
域
の

解
消
を
願
う
が
如
何
か
。

市
長
　
防
災
行
政
無
線
の
設
置

場
所
は
、
災
害
の
発
生
し
や
す

い
場
所
、
避
難
場
所
、
地
域
の

中
心
的
な
場
所
な
ど
に
親
局
１

カ
所
、
子
局
46
カ
所
設
置
し
、

火
災
連
絡
、
行
方
不
明
者
捜
索

及
び
行
政
連
絡
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
適
正

配
置
に
つ
い
て
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問
　
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
に

「
契
約
方
法
の
見
直
し
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
取
り
組

み
は
如
何
か
。

市
長
　
特
に
入
札
制
度
の
改
革

は
、
透
明
性
、
競
争
性
を
よ
り

一
層
高
め
る
べ
く
、
一
般
競
争

入
札
対
象
額
の
引
き
下
げ
や
、

予
定
価
格
の
事
前
公
表
制
度
を

他
市
に
先
駆
け
、
取
り
入
れ
る

な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

本
年
６
月
か
ら
は
、
現
行
の

入
札
制
度
と
し
て
は
、
最
も
有

効
と
さ
れ
る
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
・
事
後
審
査
型
の
郵
便

入
札
の
試
行
実
施
に
踏
み
切

り
、
こ
れ
ま
で
に
工
事
７
件
と

物
品
購
入
１
件
を
執
行
し
ま
し

た
。
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
も
あ

り
ま
す
が
、
今
回
の
試
行
結
果

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
入
札
制

度
の
改
革
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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司
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